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読
者
の
み
な
さ
ん
の
中
に
は
近
代
銭
手

変
り
に
注
目
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る

か
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
、
旭

日
竜
関
連
が
好
み
で
収
集
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
一
つ
紹
介
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

明
治
三
年
と
四
年
の
旭
日
竜
大
型
五
十

銭
銀
貨
に
は
短
陽
光
と
呼
ば
れ
る
手
変
り

が
あ
り
、
さ
ら
に
複
合
的
に
他
の
手
変
り

も
一
緒
に
見
ら
れ
る
モ
ノ
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
短
陽
光
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
う
い
っ
た
一
つ
の
視
点
に
絡
ん
だ
手
変

り
を
探
す
の
も
楽
し
い
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
手
変
り
名
は
『
日
本
の
近
代
銀

貨
（
50
銭
銀
貨
の
部
）』（
亀
谷
雅
嗣 

編 

書
信
館
出
版
）
を
、
銭
名
の
後
ろ
に
記

し
た
数
値
は
日
本
近
代
銀
貨
研
究
会
が

二
〇
二
五
年
一
二
月
に
発
表
し
た
分
類
表

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
て
お
り
ま
す
。
数
値

は
、
各
年
号
の
全
体
を
一
〇
〇
％
と
し
、

そ
の
存
在
率
を
表
し
て
い
ま
す
。

日
本
近
代
銀
貨
研
究
会
で
は
手
変
り
研

究
の
軌
跡
と
称
し
て
数
年
毎
に
小
冊
子
も

発
行
し
て
お
り
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
す
が
手

変
り
好
き
に
は
読
み
応
え
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

①
②
明
治
三
年 

短
陽
光

太
三
・
ハ
ネ
本
・
正
／
長
銭

（
存
在
率
七
・
五
％
）

短
陽
光
で
一
番
よ
く
見
か
け
る
タ
イ
プ

で
す
。
三
字
が
太
め
で
、
本
字
の
二
画
目

は
跳
ね
て
お
り
、
銭
字
最
後
の
払
い
の
長

さ
が
通
常
ま
た
は
長
め
に
な
っ
て
い
ま

す
。
短
陽
光
と
は
旭
日
の
光
線
（
拡
大
図

の
○
部
分
）
が
通
常
タ
イ
プ
よ
り
短
く

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

も
う
一
点
は
同
タ
イ
プ
の
傾
打
左
八
〇

度
で
す
。
オ
モ
テ
ウ
ラ
で
角
度
が
ズ
レ
て

お
り
、
見
つ
け
る
の
も
オ
モ
シ
ロ
イ
と
思

い
ま
す
。
傾
打
八
〇
度
は
明
治
三
年
／
明

治
四
年
大
型
合
わ
せ
た
中
か
ら
存
在
率
は

五
％
程
度
で
す
の
で
、
レ
ア
度
は
さ
ら
に

増
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

角
度
が
ズ
レ
て
い
る
様
子
は
動
画
（
※
）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ https://youtube.com/shorts/bjBfrZDg4cA

①旭日竜 50 銭 明治３年 短陽光
太三・ハネ本・正／長銭

太三ハネ本

（左）短陽光
（右）正陽光（参考）

短陽光は光線の○部分が
正陽光に比べ短い

Aurized Coins 須崎 武

旧50銭と手変りと短陽光と旧50銭と手変りと短陽光と


